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予算要望で実現される 姫路のイメージ 
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令和 9 年度 姫路市 予算編成にあたって 

姫路は、豊かな自然、歴史、文化、産業、そして人のつながりに恵まれたまちで

す。私たちは、この姫路を「住み続けたいまち」「訪れたいまち」「次の世代に引

き継ぎたいまち」として、さらに発展させていきたいと考えています。 

 一方で、人口減少や少子高齢化、物価高騰、災害リスク、公共施設の老朽化、

地域の担い手不足など、これからの姫路が向き合う課題は大きく変化していま

す。限られた財源と人材をどう生かし、何を守り、何を変え、何に挑戦するのか。

今こそ、将来を見据えた行政経営が求められています。 

 私たち「改革無所属の会」は、市民の声と現場の知恵、データを生かし、部局

の縦割りを越えて「まち全体」を見渡す視点から、令和 9年度予算への要望をま

とめました。一つひとつの政策をつなぎ、限られた資源を最大限に生かすこと。

それが、私たちが目指す「都市全体を経営する行政」への転換です。 

 令和 9年度を、これからの 10年、20年、その先の姫路をつくる一年に。市民

の声を聴き、現場を見て、議論を重ね、必要な改革に挑戦する。その決意をもっ

て、ここに具体的な政策提案として要望します。 

令和 8 年９月１8 日 

改革無所属の会 

姫路市議会議員 坂本学、牧野圭輔、塚本進介 

〈 会 派 活 動 理 念 〉 

1. 市民の視点に立ち、声に耳を傾ける 

2. 情報開示や説明責任を意識する 

3. 地域課題と真摯に向き合う 

4. 立場にとらわれず、公正に判断する 

5. 未来を見据え、改革に挑戦する 
令和 7 年 8 月 1 日策定 

〈 会 派 活 動 方 針 〉 

1. 中核市として、全市域の発展と播磨圏域の推進  
・ 市内のコミュニティ力を高め、自律的な共助の維持や拡大を支援します。  

・ 地域の原風景とポテンシャルを守るため、インフラ整備を進めます。  

2. ふるさと教育と姫路らしさの継承  
・ 姫路市独自の施策を通じて、原風景を次世代につなぎ、個人のチャレンジを支援します。  

・ 姫路らしさを活かした教育や、子育て支援を行い、郷土愛や投資の可能性を広げます。  

3. 議会と行政の改革推進  
・ 議会改革、行政改革を意識し、議員活動を充実させます。  

・ 議員間の討議や新たな提案を活性化し、最新のアイデアや情報を積極的に取り入れます。 

令和 8 年 9 月 1 日策定 
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改革無所属の会 令和 9 年度予算要望 8 つの重点テーマ 

会派の活動方針と理念に基づき、市民の声を踏まえて議員間で重点的に検討し

た項目です。「効果がある」「実現性が高い（または目指す価値がある）」「姫路

らしさがある」を基準とし、複数部局にまたがる課題が多くあります。力強い

取組を求めます。 

⚫ 市長ヒアリングにて回答を求める 10 項目に下線 

 

 
1． 命を守る―いざという時に、姫路にいるすべての人の

命と暮らしを守れるまちへ― 
災害は、いつ起こるか分かりません。だからこそ、計画をつくるだけでなく、実際の

災害で市役所や地域が動ける仕組みをつくります。市民だけでなく、姫路駅や観光

地にいる人、外国人、通勤・通学者、帰宅困難者など、「姫路にいるすべての人」を

守る防災を進めるべきだと考えます。 

重点項目 

⚫ 【政策局】姫路駅・観光地で取り残される人を出さない帰宅困難者対策の推

進（7） 

⚫ 【上下水道局】災害リスクと将来人口を見据えた、必要な水道・下水道

の優先整備（147） 

⚫ 【上下水道局】長期間の断水に備えた、給水・復旧を迅速に行える体制の構

築（特に離島や北部農山村地域）（148） 

 

 

 
2． 移動を支える―行きたいところへ行き、自分らしく暮ら

せるまちへ― 
移動は、買い物、通院、仕事、学校、人との交流など、暮らしの基本です。鉄道、バ

ス、タクシー、オンデマンド交通、自動運転など、地域に合った移動手段を組み合わ

せ、「移動できること」そのものを市民の暮らしを支える基盤とするべきと考えます。 
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重点項目 

⚫ 【都市局】地域ごとの人口・交通・医療・買い物などを把握する「移動

カルテ」の作成と交通施策への活用（123） 

⚫ 【都市局】離島航路の維持に向けた支援の推進（125） 

 

 

 
3． つながりを育てる―人と人が自然に出会い、つながり、

安心して暮らせるまちへ― 
人口減少や高齢化が進む中、行政だけですべての地域課題を解決することはでき

ません。自治会だけに負担を求めるのではなく、公民館、市民センター、学校、企

業、NPOなど、人が自然に集まり、つながる地域の場と仕組みを育てるべきと考え

ます。 

重点項目 

⚫ 【市民局】自治会への参加促進、負担軽減、次の担い手の育成を一体的

に進める仕組みの構築（44） 

⚫ 【市民局】公民館・市民センターを地域づくり・防災・福祉・子育てを支える地

域拠点とする取組の推進（46） 

 

 

 
4． 姫路を楽しむ―住む人が姫路を楽しみ、姫路を誇れる 

まちへ― 
観光客を増やすことだけを目的とせず、姫路城、歴史、文化、音楽、まち並み、地

域の魅力を、まず姫路に暮らす人が楽しめるものにしていきます。「姫路に住んで

いてよかった」「姫路って面白い」と思える日常をつくり、その魅力が結果として訪れ

る人にも伝わるまちを目指すべきと考えます。 

重点項目 

⚫ 【観光経済局】観光施設・交通・飲食をつなぎ、観光客の回遊・滞在・消費を生

み出す仕組みの構築（84） 

⚫ 【観光経済局】姫路城周辺を歩いて楽しめる、歴史・文化・自然がつな

がる憩いの空間の創造（89） 
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⚫ 【観光経済局】「音楽のまち・ひめじ」を文化・観光・交流・産業につなげるまち

づくりの推進（93） 

 

 

 
5． 子どもの可能性を広げる―一人ひとりの個性と好奇心

を伸ばし、自分らしく挑戦できるまちへ― 
「教育制度」そのものとは切り分け、子どもが学校や家庭だけでは得られない多様

な体験や人との出会いを通じて、自分の「好き」「やってみたい」を見つけ、挑戦でき

る環境をつくるべきと考えます。 

重点項目 

⚫ 【教育委員会事務局】部活動の地域移行を機に、「姫カツ」で学校を越えた子

どもの学びと体験を広げる教育の仕組みへの転換（168） 

 

 

 
6． 姫路で稼ぐ―産業と観光の魅力を、仕事・所得・投資に

つなげる「稼ぐまち」へ― 
姫路の魅力を、いかに経済価値に変えるかをテーマにします。観光客数やふるさと

納税の額だけを追うのではなく、姫路でお金が使われ、地域企業に仕事が生まれ、

所得が生まれ、その利益が次の投資につながる経済循環をつくるべきと考えます。 

重点項目 

⚫ 【政策局】ふるさと納税を地域の産業・観光に生かし、成果を上げる人材の重

点配置によるさらなる収入増加の推進（23） 

⚫ 【観光経済局】成長する企業を姫路に呼び込み、投資・雇用・地域の取

引を生み出す取組の推進（地域未来投資促進法の活性化）（111） 

 

 

 
7． 未来に責任を持つ―限られた人・お金・施設を大切に使

い、次の世代に責任を持つ市政へ― 
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人口減少や物価高、公共施設・インフラの更新など、将来の負担が増える時代を見

据え、財政だけでなく、人・施設・土地・データなど市が持つ資源を戦略的に活用

し、持続可能な都市経営へ転換するべきと考えます。 

重点項目 

⚫ 【政策局】離島地域の生活・経済基盤の整備の推進（18） 

⚫ 【財政局】物価高や施設更新、大型事業などを踏まえた将来の市財政と

次世代負担の見える化（36） 

 

 

 
8． 学びをつなぐ―幼児期から「働く」まで、地域全体で学

びを支えるまちへ― 
教育を学校や教育委員会だけの課題として捉えるのではなく、幼児期から小中学

校、高校、さらに社会で働くことまでをつなぎ、地域・企業・大学などとともに「姫路だ

からできる教育」をつくるべきと考えます。 

重点項目 

⚫ 【教育委員会事務局】小規模特認校など小規模校の良さを生かし、地域

の特色につなげる教育モデルの構築（161） 

⚫ 【教育委員会事務局】学校に行きづらい子どもが自分に合った学びがで

きる学校の早期開校（学びの多様化学校）（164） 

⚫ 【教育委員会事務局】新市立高校を、地域・企業・大学・行政が一緒につくる

「地域共創型高校」への転換（177） 
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＜ 各 部 局 別 項 目 ＞ 

― 政 策 局 ― 

1. ＜新規＞災害時に迷わず判断・指示できる市の司令塔機能の強化 

2. 地域防災計画・BCP・受援計画を実際に動かす実践型防災体制の強化 

3. ＜新規＞災害時にも情報をつなぐ強い通信体制の研究と整備

（Starlink・ドローン中継局など） 

4. ＜新規＞災害時の停電発生時における電源確保 

5. 災害時に必要な情報を必要な人へ必要なときに確実に届ける仕組みの構

築 

6. ＜新規＞地域ごとに災害の状況に応じた避難先を選べる避難体制の構築 

7. ＜新規＞姫路駅・観光地で取り残される人を出さない帰宅困難者対策の

推進 

8. ＜新規＞学校を地域防災拠点とし、防災備品・備蓄を専門事業者等によ

り平時から維持管理する取組の推進 

9. ＜新規＞災害時にすぐ使えるトイレ支援体制の整備（マンホールトイレ

の利用、トイレトレーラーの配備や資格取得を含む） 

10.子どもたちが自ら考え、判断し、地域の防災の一助となれる実践型防災教

育の推進 

11.地域で災害から人を守る防災リーダーの育成と活動支援の充実 

12.犯罪の発生状況を踏まえた防犯カメラの効果的な設置・運用の推進（増

設を含む） 

13.＜新規＞人口減少を見据え、地域の力を生かし、官民連携と行政の補完

により全市域の将来像を描く全庁的な取組体制の構築 

14.駅やバス停を交流・観光・買い物・防災の地域拠点として活用する取組の

推進 

15.住まい・仕事・子育て・教育・交通を一体的に支える移住・定住支援の

充実 

16.地域おこし協力隊の積極的な活用と研究の推進 

17.＜新規＞ふるさと住民登録制度の研究と積極的な活用 

18.離島地域の生活・経済基盤の整備の推進 

19.指定管理者の業務評価と、より良い施設運営につなげる仕組みの構築 

20.公共施設にかかる費用と効果の見える化 

21.公共施設の再編と跡地活用を一体的に進める取組の推進 

22.必要な情報を市民に確実に届けるデジタル広報への転換 
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23.ふるさと納税を地域の産業・観光に生かし、成果を上げる人材の重点配

置によるさらなる収入増加の推進 

― 総 務 局 ― 

24.行財政改革プラン 2029の成果の中間検証と、未実施の改革の実行 

25.「仕事を減らす改革」から「市民サービスをより良くする改革」への行

政改革の転換 

26.副市長 3人体制の効果を検証し、より良い市役所体制につなげる取組 

27.外郭団体の役割・成果の見直しと、必要な支援・経営改善の推進 

28.DXと外部専門人材を戦略的に活用し、職員を市民サービスなど必要な業

務に重点配置する体制の構築 

29.仕事量と必要な能力に応じた市役所職員配置の見直し 

30.市役所が担う仕事を見直し、必要な技能・技術を次世代につなぐ職員配

置の推進 

31.働き方改革による業務改善効果の検証 

32.職員の仕事量の把握と、心身の不調を未然に防ぐ職場環境の整備（予防

型メンタルヘルス対策の強化） 

33.職員の地域活動への参加を地域づくりと人材育成につなげる取組の推進 

34.市役所文書を「保存する情報」から「仕事に生かす知識」へ転換する取

組の推進 

35.小さなミスや異変を見逃さず、大きな不祥事を防ぐ市役所づくりの推進 

― 財 政 局 ― 

36.物価高や施設更新、大型事業などを踏まえた将来の市財政と次世代負担

の見える化 

37.市有財産を「持つ・売る・貸す・使う」の視点で捉える戦略的な資産活

用の推進 

38.公共施設の整備前から民間の力を生かした、より良い整備・運営手法の

選択 

39.公共事業の提案（公募型プロポーザルなど）に対する第三者評価と事業

後の成果検証の強化 

40.市が保有する情報を活用した、税金を公平・正確に集める仕組みの強化 

41.地元事業者への発注を増やし、大型事業における地元発注の履行状況を

検証する仕組みの構築 
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― 市 民 局 ― 

42.＜新規＞地域ごとの課題や取組状況に応じ、課題解決に取り組む地域を

重点的に支援する仕組みの構築 

43.自治会を中心とした地域コミュニティを維持・強化し、企業・NPO・学

校などとの連携によって持続的に地域を支える仕組みの構築 

44.＜新規＞自治会への参加促進、負担軽減、次の担い手の育成を一体的に

進める仕組みの構築 

45.＜新規＞自治会未加入者を含む地域住民の声を幅広く把握し、地域コミ

ュニティの維持・強化と市の施策に生かす仕組みの構築 

46.公民館・市民センターを地域づくり・防災・福祉・子育てを支える地域

拠点とする取組の推進 

47.公共施設や自治会集会所などの地域全体での見直しと、必要な施設を将

来にわたり維持できる仕組みの構築 

48.将来需要を見据えた合葬墓・納骨堂の整備と運営 

49.＜新規＞特殊詐欺や悪質商法から市民を守る地域ぐるみの予防対策の推

進 

50.市民の個人情報を守る情報管理と安全対策の強化 

― 農 林 水 産 環 境 局 ― 

51.北部農山村地域における人口・仕事・交通・暮らしを一体的に支える地

域づくりの推進 

52.使われていない農地と農地を必要とする人をつなぐ仕組みの構築 

53.野生動物による農作物被害を減らす地域ぐるみの対策強化 

54.森林整備、担い手育成、市民による木材利用を一体的に進める「森林資

源の循環」の推進（森林環境譲与税の活用推進） 

55.小規模農家も利用できるスマート農業の共同利用と支援の仕組みの構築 

56.漁業資源の確保と漁業者の所得向上につながる「育てる漁業」の研究・

推進 

57.＜新規＞磯焼け対策や栄養塩類の適正管理による海域環境の保全 

58.姫路の農林水産物を観光・教育・飲食につなげる「行きたい！食べた

い！ひめじの店めっちゃうま」などの再構築と推進 

59.中央卸売市場の食を支え、地域経済や観光にもつながる拠点化 

60.悪臭・騒音・振動から市民の暮らしを守る、データを生かした環境対策

の推進 
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61.周辺の交通安全を確保し、新美化センターを地域の暮らしに役立つ施設

とする取組の推進 

― 健 康 福 祉 局 ― 

62.健康福祉局の観点から、医療・介護・地域・交通・防災が一体となって

支える安心して暮らせる地域づくりの推進 

63.地域の実情に合わせた地域包括支援センターの機能強化と地域拠点化 

64.民生委員・児童委員の負担軽減と安心して活動を続けられる仕組みの構

築 

65.地域とデータを生かし、自殺・孤独死・孤立を未然に防ぐ支援体制の強

化 

66.＜新規＞健康福祉局の観点から、高齢者が住み慣れた地域で暮らし続け

られる交通・福祉・地域の支援体制の構築 

67.高齢者の移動支援の見直しと、公共交通全体で高齢者の暮らしを支える

仕組みの構築（高齢者バス等優待乗車助成制度の見直し・拡充） 

68.高齢者の孤立を防ぎ、身元保証から葬送まで支える安心の仕組みの構築 

69.人生の最期について自分らしく考え、家族や地域で支える「人生会議

ACP」の普及（広報費支援を含む） 

70.夜間・休日でも安心して救急医療を受けられる体制の構築 

71.地域医療を支える人材の育成と、姫路で働き続けてもらう仕組みの構築

（姫路市医師会看護専門学校への支援を含む） 

72.高齢者を救急搬送から在宅療養まで支える医療と介護の連携強化 

73.災害時に支援が必要な人を避難から医療・介護・生活まで支える仕組み

の構築（福祉避難所との連携など） 

74.発達に支援が必要な子どもを相談・医療・保育・教育で切れ目なく支え

る体制の構築 

― こ ど も 未 来 局 ― 

75.放課後を「預かる時間」から「学び・体験・成長の時間」へ転換する取

組の推進 

76.子ども食堂の学び・相談・体験・地域交流の場としての機能拡充 

77.子どもを預かる施設の安全確保と事故を防ぐ仕組みの構築 

78.子どもへの虐待を防ぐため、困っている家庭を早期に発見し支える仕組

みの構築 
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79.将来の子どもの数と地域ごとの需要に合わせた保育・幼児教育・学童保

育の環境整備 

80.保育士を育て、呼び戻し、長く働いてもらう姫路独自の人材確保策の推

進 

81.3人目以降の子育てを応援する姫路独自の支援策の研究と推進 

― 観 光 経 済 局 ― 

82.＜新規＞人流・消費・宿泊などの観光データを官民で活用し、KPI利用

の徹底などで具体的な観光戦略につなげる仕組みの構築 

83.SNSや動画を活用し、「見てもらう」から「来てもらい、泊まってもら

う」観光 PRへの転換 

84.観光施設・交通・飲食をつなぎ、観光客の回遊・滞在・消費を生み出す

仕組みの構築 

85.姫路・播磨の「食」を観光と地域経済につなげる「食のまち・ひめじ」

の推進 

86.MICEやイベントを呼び込み、地域の仕事や消費につなげる仕組みの構築 

87.姫路駅・姫路城から市内観光地へ移動しやすい観光交通の充実 

88.JR姫路駅北にぎわい交流広場を、市民と観光客が集まり姫路の魅力を発

信できる「姫路の顔」として官民で育てる取組の推進 

89.姫路城周辺を歩いて楽しめる、歴史・文化・自然がつながる憩いの空間

の創造 

90.姫路城ライトアップなどを生かし、夜間の滞在・飲食・消費につなげる

観光づくりの推進 

91.古民家や空き家などを生かした、姫路らしい宿泊・滞在型観光の推進 

92.美術・文学・音楽・舞台芸術を目的に訪れ、泊まって楽しむ文化観光の

推進 

93.「音楽のまち・ひめじ」を文化・観光・交流・産業につなげるまちづく

りの推進 

94.18歳未満の姫路城無料化を生かした、姫路ならではの学び・体験型旅行

の創出 

95.北部農山村地域と離島の自然・食・産業・暮らしを生かした、泊まって

楽しむ観光の推進 

96.＜新規＞千年家古井家住宅を生かし、北部を巡って泊まって楽しむ観光

の拠点化 

97.「（仮称）道の駅姫路」の地域産品・観光・産業・交流・防災の拠点化 
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98.地域でスポーツや文化を楽しみ、世代を超えて交流できる機会の拡充 

99.スポーツ大会や合宿の誘致と、地域の宿泊・飲食・消費につなげる取組

の推進 

100. 手柄山の大型施設を市民・スポーツ・文化・MICEなどに最大限活用

し、投資に見合う価値を生み出す施策の推進 

101. 外国人旅行者が安心して楽しめる多言語・キャッシュレス・Wi-Fiなど

の環境整備 

102. 観光ガイドの外国語・デジタル対応の推進と、地域の魅力を伝える人

材の拡充 

103. 大学や企業と連携した、外国語やデジタルに強い観光人材の育成 

104. 海外の姉妹都市などとの交流を、市民に役立つ国際交流につなげる取

組の推進 

105. 若者を姫路に呼び込み、学びから就職・定住につなげる仕組みの構築 

106. 多様な人材を地域企業の力に変える、働きやすく活躍できる環境の整

備 

107. ＜新規＞外国人住民が地域のルールを理解し、自治会などで地域の一

員として活躍できる仕組みの構築 

108. 商店街の空き店舗を次の担い手につなぎ、出店からその後の経営まで

支える仕組みの構築 

109. 地域通貨やプレミアム商品券の効果検証・研究と、地域のお店にお金

が回る仕組みの構築 

110. 中小企業の DX・GXを導入して終わらせず、仕事の成果につなげる支援

の充実 

111. 成長する企業を姫路に呼び込み、投資・雇用・地域企業との取引を生

み出す企業誘致の推進（地域未来投資促進法の活性化） 

112. ＜新規＞一時的な滞在者を含めた外国人にも災害情報が届き、地域の

防災活動にも参加できる仕組みの構築 

113. 観光施設・ホテル・飲食店・交通事業者が一緒に備える観光の災害対

応力の強化 

― 都 市 局 ― 

114. ＜新規＞災害リスクと人口減少を踏まえた土地利用・居住誘導と公共

投資の見直し 

115. 特別指定区域制度の検証と、人口・住宅・店舗を呼び込む地域づくり

への活用 
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116. 市営住宅の地域の将来人口に応じた見直しと、集約・再編・跡地活用

の推進 

117. 空き家や使われていない市有財産の地域課題解決への活用 

118. 空き家を「活用する家」と「除却する家」に分けた、利活用と危険な

老朽空き家対策の推進 

119. 災害時の被害軽減効果を踏まえた老朽危険空き家対策の優先順位付け

の導入と活用推進 

120. 路線を守る交通政策から、市民の暮らしを守る移動政策への転換 

121. ＜新規＞公共交通を利用者数だけでなく、通院・買い物・通学・社会

参加など市民の暮らしから評価する仕組みの構築（ウェルビーイング指

標の活用） 

122. ＜新規＞地域ごとの人口・交通・医療・買い物などを把握する「移動

カルテ」の作成と交通施策への活用 

123. 観光客の移動と市民の日常生活を両立する姫路全体の交通ネットワー

クの構築 

124. ＜新規＞自動運転やオンデマンド交通などを地域で実証し、利用可能

な新しい移動手段を広げる取組の推進 

125. 離島航路の維持に向けた支援の推進 

126. ＜新規＞公共施設や駅周辺を地域の防災拠点として生かすまちづくり

の推進 

127. JR姫路駅北にぎわい交流広場の、10年先を見据えた市民・観光客・事

業者が集う姫路の玄関口としての整備 

128. 古民家や歴史的な建物を守りながら、民間投資を呼び込む地域再生の

推進 

129. ＜新規＞看板や案内表示まで含めた、姫路らしい「まちの見え方」の

創造 

― 建 設 局 ― 

130. 避難所・病院・消防をつなぎ、命を守る道路の優先整備 

131. 人口・防災・交通・企業・観光への効果を踏まえた道路整備の優先順

位の見直し 

132. 治水・暮らし・観光を一体的に捉えた、水害に強いまちづくりの推進 

133. 防災・子育て・健康・交流など、地域の目的に合わせた公園の機能・

整備・管理の推進 
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134. ＜新規＞街路樹や公園の樹木の適切な管理による倒木等の危険防止

と、地域のニーズに合った緑のまちづくりの推進 

135. 姫路城周辺や大手前通りを歩いて楽しめる、安全で快適な観光ルート

の整備（電線・電柱の地中化、段差の解消など歩きやすい環境の整備） 

136. 里道の管理を市全体で見直し、自治会だけに負担を集中させない仕組

みの構築 

― デ ジ タ ル 戦 略 本 部 ― 

137. AIの活用による業務そのものの削減と、職員が人にしかできない仕事

に集中できる市役所づくりの推進 

138. 市役所が保有するデータの部局横断的な活用と、データに基づく予

算・事業の見直しの推進（EBPMの推進） 

139. 連合自治会など市域全体を区分できる地域単位で、人口・経済・空き

家などを比較できるデータの見える化 

140. 外部専門家から市役所が学び、職員だけでも DXを進められる組織の構

築 

141. 申請から支払いまでスマートフォンなどで手続きが完了する市役所の

実現 

142. 引っ越し・結婚・子育てなどの手続きを一度の申請でまとめてできる

市役所の実現（マイナンバーなどを活用した手続きの簡素化） 

143. 市役所の支払いのキャッシュレス化と、市民の利便性向上・行政コス

ト削減への活用 

144. 公共施設の予約・支払いの簡素化と、利用データを生かした施設運営

の推進 

145. 自治会や地域団体が自ら DXを進められる人材育成と伴走支援の仕組み

の構築 

146. 「ひめじポイント」を防災・健康・地域活動・観光・買い物につな

げ、地域課題の解決に生かす取組の推進 

― 上 下 水 道 局 ― 

147. 災害リスクと将来人口を見据えた、必要な水道・下水道の優先整備 

148. 長期間の断水に備えた、給水・復旧を迅速に行える体制の構築（特に

離島や北部農山村地域） 

149. 水道・下水道を支える地域の技術者の育成と、災害時にも安心して復

旧活動ができる体制の構築 
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150. 北部・離島の将来の暮らしを見据え、安心して使い続けられる水道・

下水道の維持 

151. 家島の将来を守る海底送水管の更新・整備と安定した給水体制の確保 

152. 川や海、生活環境を汚さないための、合流式下水道からの未処理排水

を減らす取組の強化 

― 消 防 局 ― 

153. 地域の災害リスクに応じた、消防・消防団・自治会が一緒に備える訓

練の強化 

154. 消防団を地域防災の中心とし、幅広い人が無理なく続けられる仕組み

の構築 

155. まちなかの火災リスクの把握と、危険な施設の安全対策の推進（中小

事業者の取組支援を含む） 

156. 救急車を本当に必要な人に届けるための、救急相談とデータを生かし

た体制の構築（#7119等の利用促進を含む） 

― 教 育 委 員 会 事 務 局 ― 

157. 学校再編に伴う地域の避難所機能と運営体制の一体的な見直し 

158. 幼児期から高校までをつなぐ「姫路型教育」の実現 

159. 地域ごとの特色を大切にし、子ども一人ひとりの学びを深める学校づ

くりの推進 

160. 義務教育学校の成果の市内展開と、姫路の新しい教育モデルの確立 

161. 小規模特認校など小規模校の良さを生かし、地域の特色につなげる教

育モデルの構築 

162. 学校再編後も、子どもの学びと居場所を地域の施設で支える仕組みの

構築 

163. 市立幼稚園の役割の見直しと、地域に必要な幼児教育・子育て・交流

の拠点としての再構築 

164. 学校に行きづらい子どもが自分に合った学びができる学校の早期開校

（学びの多様化学校） 

165. 学力調査等のデータを活用し、学校ごとや、子ども一人ひとりの課題

に応じて学びと授業を改善する仕組みの構築 

166. 学校・企業・大学・地域が一緒に取り組む、実社会につながる探究・

体験学習の推進 
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167. 「トライやる・ウィーク」を将来の仕事や生き方を考える体験学習へ

発展させる取組の推進 

168. 部活動の地域移行を機に、「姫カツ」で学校を越えてスポーツ・文化

などの学びと体験を広げる仕組みへの転換 

169. ＜新規＞こども性暴力防止法を踏まえた、姫カツにおける大人の適切

な関わりと体罰・盗撮等の防止体制の強化 

170. ＜新規＞すべての子どもが経済状況や地域に左右されず、学び・スポ

ーツ・文化などを体験できる仕組みの構築 

171. 姫路城・歴史・文化・産業を生かし、姫路を好きになるふるさと教育

の推進 

172. 姫路の食を学校給食と学びにつなげる体験型食育の推進 

173. 外国にルーツを持つ子どもを、日本語・学習・進路まで切れ目なく支

える体制の構築 

174. 外国にルーツを持つ子どもたちとの交流を、多文化を学ぶ教育に生か

す取組の推進 

175. 高校生の海外交流を、学びと姫路への貢献につなげる取組の推進 

176. 新市立高校を中心とした、小中学校・高校がつながる「姫路型教育ネ

ットワーク」の構築 

177. 新市立高校を、地域・企業・大学・行政が一緒につくる「地域共創型

高校」への転換 

178. 学校や地域の施設をシームレスにつなぎ、どこでも学べる教育 DX環境

の構築 

179. GIGAスクールを安心して使い続けられる学校施設の通信環境・クラウ

ド・安全対策の強化 

180. 特別教室や給食室への計画的なエアコン整備による学校施設の学びと

働く環境の改善 

181. 子どもの目線で通学路を見直し、安全対策の効果まで確かめる仕組み

の構築（通学路安全点検を含む） 

182. ＜新規＞交通ルールや交通環境の変化に合わせ、地域全体で子どもを

守る交通安全教育の推進 

183. 自転車の安全な乗り方を実践的に学び、生徒自身が地域に広める取組

の推進 

184. 教員が子どもと接する時間を増やすための、学校の仕事の進め方の見

直し 

185. 学校ごとの子どもの数や課題に応じた教員の柔軟な配置（複式学級で

の学びの維持を含む） 
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186. ＜新規＞子どもの課題に応じた、教員以外の専門人材の学校の枠を越

えた柔軟な配置 

187. 姫路の文化財を守り、学び・観光・地域づくりに生かす人材と体制の

強化 

― 選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局 ― 

188. 期日前投票の混雑状況の周知と、投票しやすい環境の整備 

189. 選挙公報などをデジタルでも分かりやすく届け、有権者の投票判断を

支える情報発信の推進 

― 農 業 委 員 会 事 務 局 ― 

190. 外国人による農地取得も含めた農地の売買・貸借の厳正な審査と、取

得後の利用状況の確認 

― 議 会 事 務 局 ― 

191. ＜新規＞議会の委員会審査をインターネット公開し、市民に開かれた

議会を実現する取組の推進 

192. ＜新規＞議会記録の見やすいデジタル公開と市民への情報発信への活

用 

以上 
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想像する未来の姫路駅前    想像する周辺地域のセンター 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

姫路市議会 改革無所属の会 

所在地 姫路市安田四丁目１番地 

電話 ０７９（２２１）２０４７ 



―個別の要望事項―        別紙 

 
   

符号 局 部・室 課 項目

1 政策局 企画政策室 政策担当 藩校サミットの開催・誘致に向けた具体的な検討

2 政策局 ひめじ創生戦略室 ふるさとプロモーション担当 あじさいの里の整備と地域住民との連携による魅力向上

3 市民局 市民参画部 地区市民センター担当 城乾市民センターの設備充実と城乾中学校との連携による地域活動・教育環境の充実

4 農林水産環境局 美化部 美化業務課 ホテルモントレ北東の喫煙所設置や過料強化を受けてJR姫路駅北周辺の禁煙エリアの拡大

5 健康福祉局 保険医療部 国民健康保険家島診療所 家島地区における診療所・介護施設の維持と支援

6 観光経済局 観光文化部 文化国際課 Wifi環境の整備（アートホール、パルナソスホール）

7 観光経済局 姫路城総合管理室 特別史跡管理、整備担当 大手前公園　イベント用　常設屋根、或いはそれに代わるテント補助金などの創設

8 観光経済局 姫路城総合管理室 特別史跡管理、整備担当 シロトピア記念公園　野外音楽堂の位置づけの強化（音楽イベントなどを継続できる施設整備）

9 観光経済局 姫路城総合管理室 特別史跡管理、整備担当 シロトピア記念公園、姫山公園など城の北側エリアの大型イベント等に対応できる電源設備の増設

10 観光経済局 姫路城総合管理室 特別史跡管理、整備担当 姫山樹林の景観・安全性を高めるための樹木管理・伐採と搬出の推進

11 観光経済局 姫路城総合管理室 特別史跡管理、整備担当 姫山公園、シロトピア記念公園内　樹木の伐採や剪定、花壇の整備推進

12 観光経済局 姫路城総合管理室 特別史跡管理、整備担当 千姫の小径の工事を可能とする作業車両・機材の搬入、施工方法の研究

13 観光経済局 姫路城総合管理室 特別史跡管理、整備担当 千姫の小径のナイター照明設備増設（含む、イベントでの社会実験）

14 観光経済局 姫路城総合管理室 特別史跡管理、整備担当 姫路城の北側迄を含めた周遊ルートでの多言語対応案内看板の設置

15 観光経済局 商工労働部 産業振興課 JR姫路駅にぎわい広場の電源の増強

16 観光経済局 スポーツ振興室 スポーツ振興室 姫路市立夢前スポーツセンターのナイター照明設備のLED化　促進

17 観光経済局 スポーツ振興室 スポーツ振興室 中学校部活動の地域展開を支える体育協会への支援強化

18 観光経済局 スポーツ振興室 スポーツ振興室 姫路城マラソンの復活実施

19 都市局 まちづくり部 都市計画課 市街化、市街化調整区域の地域の実情に応じた再検証

20 都市局 まちづくり部 都市計画課 イーグレひめじ再整備による姫路城周辺の回遊性向上

21 都市局 まちづくり部 都市計画課 姫路城西側の歴史・景観を生かした街並み整備と将来像を示す計画策定

22 都市局 まちづくり部 都市計画課 野里地区の歴史文化を生かした街並み整備と地域活性化の推進

23 都市局 公共建築部 住宅課 大手前通りの老朽危険空き家対策（姫路観光コンベンションビューロー　倉庫）

24 都市局 市街地整備部 姫路駅周辺・阿保地区整備課 阿保地区の整備促進と住民ニーズを踏まえた交通安全対策の強化

25 都市局 市街地整備部 姫路駅周辺・阿保地区整備課 JR姫路駅周辺でのデジタルサイネージの設置と運用強化（多言語対応での市内イベント案内）

26 都市局 交通計画部 鉄道駅周辺整備課 JR太市駅の駅舎への屋根の設置

27 建設局 道路管理部 道路総務課 新在家地区（通称F字路線に続く）市道認定の推進　説明会実施

28 建設局 道路管理部 道路保全課 山野井町　里道整備（山野井町内里道108-1付近）

29 建設局 道路管理部 道路保全課 城西7号線の道路側溝整備や路面舗装（まずは、大野川沿いや八代集会所近辺）

30 建設局 道路管理部 長寿命推進課 南北の市道城西7号線と城西12号線との交差点（清水橋、八代）の交通安全対策、含む、北勢隠門跡

31 建設局 道路建設部 道路建設課 坊勢南北線の早期整備について

32 建設局 道路建設部 道路建設課 城北線「船場川線～大日線（国道312号線）」事業化を含めた予定路線の推進

33 建設局 道路建設部 道路建設課 姫路市城西7号線の観光向け道路としての整備促進

34 建設局 公園部 公園整備課 総合公園を意識した地区公園など一定規模の公園整備の検討（夢前町など北部地域）

35 建設局 公園部 公園整備課 城乾地区内　新在家公園の維持整備

36 建設局 公園部 公園整備課 南八代公園の河川公園等　コンセプト公園に向けた取り組み推進

37 建設局 公園部 公園整備課 御立前山公園整備促進と旧保養所跡地の所管替え

38 建設局 河川部 河川整備課 姫路城北側の船場川・大野川の浚渫（筋違い橋付近）と南八代公園周辺の河川管理道路の整備

39 上下水道局 経営管理部 経営管理課 男山配水池及び、その周辺接続道路における危険の除去と維持（舗装や照度強化）　特に初日の出

40 上下水道局 経営管理部 経営管理課 城南線　好古園前西側の道路冠水に関する排水処理の抜本的な改善

41 上下水道局 経営管理部 経営管理課 新在家地区の下水道負担金の対応と、敷設替えや補修などの整備推進

42 上下水道局 経営管理部 経営管理課 県が主導するべき水尾捷水路の計画推進

43 上下水道局 経営管理部 経営管理課 船場増補幹線　及び　船場ポンプ場の計画推進

44 上下水道局 経営管理部 経営管理課 ガンダムのマンホールカード　配布に向けた具体的な計画推進（経済観光局との調整等）

45 教育委員会事務局 教育総務部 学校施設課 城乾中学校・第2体育館の利用環境向上に向けた施設整備（エアコン設置等）

46 教育委員会事務局 生涯学習部 文化財課 船場御坊本徳寺の修復支援と兵庫県指定文化財化に向けた取組の具体化

47 教育委員会事務局 生涯学習部 文化財課 藤森家住宅等の文化財を保存・活用するための修繕と利活用の推進

48 教育委員会事務局 生涯学習部 城内図書館 Wifi環境の整備（安富地域総合センターネスパルやすとみ）



 

 

 

 


